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特集／NGOと開発援助
第２部：日本のNGO、政府機関、国際機関からみた援助の現実
日本はいいことをしようとする前に、
悪いことをやめるべきだ
日本国際ボランティアセンター　　
田中　　優＊
　リサイクル運動からODA問題に行き着いた
　こんにちは。肩書きは日本国際ボランティアセンターになっていますが、こ
れからの話は日本国際ボランティアセンターの公式見解ではないことを、先に
お断りしておきたいと思います。僕自身が言いたいことは、基本的にタイトル
のとおりで、いいことをしようと考える以前に悪いことをやめてもらったほう
がはるかに効率がいい、ということについてお話ししたいと思います。
　自己紹介代わりに、どうして私が ODAの問題に行き着いたか話していきた
いのですが、以前にリサイクル運動を地域でしていました。どんどんリサイク
ルが進んでいると世間でいわれているにもかかわらず、実態はどんどん悪く
なっていっていました。なぜ実態が悪くなっていったのか。要は値段です。い
くらリサイクル品を集めても買ってもらえないという状況になっていた。なぜ
こんなに値段が安くなってしまうのか、中古アルミ１㎏ 100円が 30円になる
のか。その背景を追いかけていくと、リサイクル品の値段が落ちる時には同時
に新品の値段が落ちている。だから、どんどん新品の値段が落ちていくと平行
してリサイクル品の値段が落ちていることがわかったわけです。
＊ 地域での脱原発やリサイクルの運動を出発点に、環境、平和などの市民運動に参
加。未来バンク事業組合理事長、ap bank顧問、日本国際ボランティアセンター理事、
足温ネット・えどがわ理事などを務める。著書に『どうして郵貯がいけないの』『環
境破壊のメカニズム』『日本の電気料金はなぜ高い』（以上、北斗出版）、『非戦』（幻
冬舎）、『Eco・エコ省エネゲーム』『戦争をしなくてすむ社会をつくる 30の方法』（以
上、合同出版）など。現在、和光大学大学院非常勤講師。
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　新品がどんどん安くなってしまうことが実はリサイクルをうまくいかせない
原因でした。廃棄されたモノをリサイクルしていきたいと考えていたわけです
が、そこに割り込んでくるのが安い新品のアルミだったという構図です。その
時、不幸なことにリサイクル品の方が新品よりも値段が高かった。要は新品の
値段が安すぎた。そうなるとリサイクル品は買ってもらえないわけですから、
捨てなくてはならず、あちこちでゴミの山ができます。
　アルミ生産の発電用ダム建設にODA
　われわれは他でリサイクルされていないもの、主にアルミ缶と牛乳パックを
リサイクルしていました。そのなかでアルミニウムの値段がどんどん下がって
いくので調べてみました。アルミは作るのに、「電気の缶詰」といわれるほど
電気を多量に使います。電気を世界で一番安く作る方法がダムです。ダムを造っ
てそこで作られた電気でアルミを作っていたわけです。
　ではダムはどの資金で誰が造るのか調べていきますと、アルミを作るため
の発電用ダムは実は日本からの ODA（政府開発援助）で造られていた。ブラ
ジルのツクルイダム、インドネシアのアサハンダム、それらのダムは日本の
ODA（政府開発援助）が関わって造られていた。建設工事は日本企業が受注
していました。
　日本の援助は基本的に半分以上が金貸しですので、アルミを作る援助も金貸
しでした。ですから金を返してもらうことになります。外資で定期的に返済し
なければならないので、そのためにアルミが輸出される。アルミを売った代金
は返済に充てられる。アルミは輸出されて代金は返済に充てられ、ダムの建設
も日本企業が受注する。このどこが援助なのだろうか。この仕組みで彼らは結
局ダムを造った。しかしそこで作られた電気のうち、アサハンダムで言うなら
ば 99％はアルミ精錬に使われています。地元の人たちが使える電気は１％し
かなくて、しかもそれは高圧線で消費地に運ばれますから、いまだにダム周辺
は無電化地域のままです。途上国の人たちだって電化された暮らしが必要だと
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言われながら、実態はそのようなことになっている。
　そうやってみると、実はリサイクルを妨げていたのは ODAによる資源の開
発輸入で、非常に安く日本に資源が輸入されている結果、リサイクルができな
かった、ということに気がつくわけです。ですからゴミ問題とは、国内的な問
題でなくて国際的な価格の問題である、と言うことができます。
　途上国の人なら知っている「構造調整プログラム」
　そしてもう一つ、このグラフ（図１）は価格を安くしてしまう一つの原因で
す。途上国の債務ががんがん伸びていく時に、反比例していく形でがんがんと
資源の価格が落ちていくことを示しています。途上国の人たちの借金が増える
と、彼らの生産物は反比例してどんどん値段が下がるという構図です。なぜ途
上国の借金が生まれたのかをみていくと、オイルショックの時代に石油の値段
が上がったのに、石油を使って作った農産物の価格が上がらなかったことが原
因です。その結果、石油価格と彼らの売り物の価格の差の部分が負債として残
りました。石油を使って作ったぶん、損失になっていったわけです。この時期
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図１　一次産品価格指数と第三世界の債務残高（1970 － 87 年）
注：⑴1979－81年の価格を 100とする。
出典　ダイヤモンド社ワールドウオッチ研究所
　　　「地球環境白書’90－’91」
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はオイルショックの後ですから、先進国はどこもかしこも不況になっていまし
た。不況だけれども金はいっぱいある。貸し先はどこも借りてくれない。そこ
で途上国に貸し付けた。貸し付けたお金が片端から焦げ付いた結果、債務問題
が起こってきた。
　その頃のデータを調べると、実は先進国では売ることができなくなったよう
な品、先進国ではもう古ぼけた品を途上国にプラント輸出をしていった。プラ
ント輸出をいっぱい受けた国ほど、その後、債務問題が深刻化している。プラ
ントを売りつけたことによって債務問題が生まれている。これは世界銀行が中
心になって旗を振ったんですけれども、取立ての時にはまた世界銀行が旗を
振って取り立てるわけです。そもそも貸したのは自分なんですから貸し手責任
があるはずなんですが、それは追求されることなく途上国のせいにされる。
　その結果、お金を返させる時に出てくるのが構造調整プログラム（Structural 
Adjustment Program）。このプログラムについて、先進国の人間はほとんど
知らないけれど、途上国の人は皆知っています。なぜなら彼らはこのおかげで
とても苦しめられているからです。これは要は借金を返済させるためのプログ
ラムです。一つめにさせるのは通貨を切り下げる。それによって輸入品は高く
て買えない。輸出品は安いからどんどん輸出できる。輸出が増えて輸入が減る
わけだから貿易は黒字になる。黒字になったお金で返済しなさい、というもの
が一つめ。
　二つめには、歳出削減。他に使う金があるなら借金返済に回しなさい。それ
で、切られるのはどこの国でも同じで福祉、教育、医療。こういったところが
ばっさり切られて返済に充てられる。
　三つめが、輸出品の生産奨励。途上国を正しく言うと、工業発展途上国。つ
まり工業製品を売ることができない国が途上国です。彼らの売り物は、結局、
一次産品、いわゆる原料が圧倒的になります。その原料をなるべく輸出しなけ
ればならなくなった。というのは、途上国はたとえば円借款を借りたとして、
返す時に彼らの国の通貨では返すことができない。つまり円で借りたら円で返
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す。それをかせぐためにはハード・カレンシーと呼ばれる強い通貨をかせがな
ければならない。つまるところ、彼らは自分たち食べるためのもの、自分たち
が消費するためのものをいくら作っても返済にあてられない。結局、輸出しな
ければ返済できない。途上国に金を貸し付けたということは、彼らの生産物
を輸出させるためにやったという構図になります。彼らは自分たちの食べ物を
作っていると返済できないということになります。
　この結果、たとえばブラジルでは、非常に借金が大きくて、彼らが作ってい
たソラマメ大の豆があったんですけど、全部畑がつぶされてその後は大豆畑に
なった。大豆であれば日本が買います。現在では中国が圧倒的に買っています
が、それらの国が買ってくれる。彼らの食べ物が生産されなくなって、彼らが
何を食べているかというと、アメリカからの輸入食料です。アメリカはダンピ
ング輸出していますので、非常に安くトウモロコシ、小麦を買うことができる。
ところが一つめの通貨の切り下げがあるので、輸入品は非常に高くなって買え
ない。以前は人々が食べるためのものは、補助金を出して安く提供していまし
た。しかし、その補助金も歳出削減でバッサリ切り捨てられたので、彼らは食
べることができなくなってしまった。途上国では平均的に十分なカロリーが得
られない人が半分を占めるという構図になっています。ブラジルでは７割を超
える人たちが十分な栄養が得られない、という状況になっています。
　なぜなのか問うならば、借金返済のための構造調整プログラムが圧倒的な原
因です。そして途上国の人たちは構造調整プログラムが強化されるごとに生活
が厳しくなり、やがては生きていけなくなるのでこの言葉はとっても厳しい言
葉として覚えている。ところが先進国の側であるわれわれは、ちょうど足を踏
みつけている側だから、痛くもかゆくもないから全然気にしない。でも彼らは
痛くてしょうがないからこの言葉を覚える。それが構造調整プログラムです。
　構造調整プログラムの結果、どうなったかを 2002年までグラフにしてみま
した（図２）。やっぱりどんどん価格は下がっている。ロイター指数、日経の
商品指数の両方とも為替の影響を受けるので、両方あわせて表示してみました。
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そうするとぐいぐいと下がっていることがわかります。ただしごく最近ぐっと
上がっていますね。この部分は中国需要です。今、リサイクルが急激に伸びて
いますが、これは中国が急激に買うようになったことの結果です。
　ただ全体状況としては、途上国の人たちの売り物はどんどん安くなってい
る。なぜか。先ほどの構造調整プログラムを受けている国の数は 100ヵ国以上。
100ヵ国の途上国が原料を売るしかない国ですから原料を売る。ところが原料
はロイター指数で数えるとわずか 30品目しかない。その 30品目しかないも
のを 100ヵ国が同じ物を一斉に売ったから値崩れを起こしたという構図です。
　日本人の貯蓄でもっている世界銀行
　多国間 ODA、マルチの日本の ODAですけれども、日本が圧倒的に出して
いるのは、国連機関ではなく、国際機関、IMF（国際通貨基金）、世界銀行です。
世界銀行ができている仕組みをみると、各国の税金でできているのは 1割だ
け。残りの 9割は市場から集めています。市場から集める中で圧倒的な大部
分を買っているのは日本人の貯蓄です。日本人の貯蓄のおかげで世界銀行は成
り立っている、といって過言ではない状態です。
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図２　世界商品市況
千葉大学　公共研究　第２巻第１号（2005 年６月）
71
　日本は ODA金貸しと言いましたが、政府も気にしているようで ODA白書
にはこう書いていますね。「2001年の日本の円借款供与額は 27億 1608万ドル、
二国間開発援助全体に占める割合は 36.4％で、無償資金協力の 25.5％、技術
協力の 38.0％と比べても、それほど突出しているわけではありません」。さ
て本当かとみますと、62.6億ドルですね。27億ドルと書いていたはずなのに、
実際に出ているのは 62.6億ドル。明らかに日本の場合、円借款が突出してい
ます。なぜ 27億ドルという数字を言えるかといいますと、これは実は一般会
計。税金から出した部分は確かに 27億ドル。残りの部分は郵便貯金、簡易保険、
年金から出しているわけですけれども、そこは計算に入れないでわざわざ突出
していないと言っています。ですからデータを見ると明らかに突出しています。
　突出しているから問題なんです。日本は自助努力を高めるために必要といっ
ていますが、それは本当なのかかなり疑問です。たとえば他国と比べると、他
の国の贈与比率がほぼ 100％の中で、日本だけが 40％台です。なぜこうなる
かといえば、税金で出せる金がないから。だから人の貯金である他人のふんど
しで相撲をとろうと、郵便貯金、簡易保険、年金が使われた結果です。そして
これが途上国に対する債務問題の最大の債権国になった理由です。
　日本が一番金を貸している結果として、途上国の人たちが苦しめられてい
るわけですから、日本が債務を免除してくれたほうがよほど彼らのためになる
だろうと思います。図３は財政投融資からの 100億円を超える焦げ付き、不
良債権についてグラフにしたものですが、突出しているのが海外経済協力基金、
今でいうところの JBIC（国際協力銀行）の ODA部分です。
　また、ODA全体の額もぐいぐいと減っています。2002年と 2003年を比べ
ると、88.8％も途上国に流していくお金が減ったんですね。これをよく見ると
味わいがあって、途上国から戻ってくる金額が増えていて、それと同時に公的
資金を流し込むたびに民間の日本の企業が途上国から返済を受ける構図になっ
ている。ということは肩代わりをしているのではないかと見えます。世界的に
見ると公的な資金で民間の借金を肩代わりしている例は非常に多い。その例に
日本はいいことをしようとする前に、悪いことをやめるべきだ
72
もれないような構図になっているようです。
　先ほど構造調整プログラムは問題があると言いましたが、それがノンプロ
ジェクト融資で、ODA白書には「世界銀行 IMFと連携・協調しつつ経済構
造改善努力を実施している途上国が右努力を推進するうえで必要な物資の購入
……の資金を供与」と書いてあります。これを大雑把に、「プログラム援助」
と呼んでいます。援助にはプロジェクト援助とプログラム援助がある。プログ
ラム援助等が 2003年で 51.1％。半分強まで来てしまっている。ですので、今、
途上国が厳しく追及されている借金返済の構造調整プログラムの資金は、圧
倒的に日本が出していると言えます。返済のお金とのバランスも見てほしい
んですが、回収金がのっています。2003年が 4028億円回収して、2004年が
4220億円回収する予定と、回収額がものすごい勢いで伸びてきているわけです。
　さらにそれぞれの国ごとの内訳がのっているわけですが、それぞれの国を
みると、貸付がマイナスになっている国が多くなってきた。今や融資するより
も返済額のほうが多くなっている国が多いわけです。たとえばアルゼンチン。
日本育英会（一般勘定）
海外経済協力基金
日本輸出入銀行（一般勘定）
日本開発銀行
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中小企業事業団（高度化出融資他）
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図３　財投不良債権（ただし 100 億円を越えるもの）
千葉大学　公共研究　第２巻第１号（2005 年６月）
73
マイナス 374万ドルと書いてありますが、通貨が崩壊して以来借金が返せず、
食料が足りなくて人々が飢えて死ぬという事態が起きている国です。その国か
らまるでサラ金のように回収しているというのがこの数字です。このようなこ
とをしながら、「人々の生活のために援助を役立てています」とはいかがなも
のか、と思うわけです。
　今やネットでは援助がマイナスになる国が増えてきています。ODAは何
のためか。相手国のためではなく日本企業のために用いられる部分が大きい。
ODAにはタイド、アンタイドがあり、タイドは日本企業に限定、アンタイド
には他の企業も入っていいですよ、途上国アンタイドというと途上国の企業
だけ受注しなさいというわけです。しかしアンタイドもプロジェクトを丹念に
みると、実はその下請けという形で日本企業がちゃっかり入っています。その
割合を計算してみたことがあります。アンタイド、つまり日本企業以外が受注
できる中の実に 80％まで日本企業が入っていました。これまで日本企業限定
はさすがに止めるということで、ほとんどがアンタイドになっていたのですが、
ここへ来て急激に再びタイド率が高まっています。日本企業限定が増えてきて
います。このような形でやるのが本当に相手国のためなのか疑問です。「企業益」
であって「国益」にすらならないではないか、と思うわけです。
　誰のための援助？
　先ほど環境省の方がおっしゃっていた地球温暖化の問題。日本は海外では最
も二酸化炭素の排出量の多い、石炭火力発電所を進めています。フィリピンの
ミンダナオ島、タイのボーノックなど、各国で石炭火力を進めています。本来、
石炭火力を止める方向で進めなければならないのに、ODAは石炭火力発電所
を進めている。これでは環境援助どころか、援助ですらないと思います。援助
というからには援助の必要な人まで届かなければならない。本当に困っている
人に届かなければそれは援助でもなんでもないわけです。
　日本の援助は困っている人に届いているのか。日本の場合、職員数が少な
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く、世界銀行の 20分の１程です。ところが融資額は世界銀行に匹敵するくら
い大きい。そうすると、１件あたりの金額が大きくなります。そうなると、借
りることができる大金持ちか国か企業しか借りられなくなります。貧乏な人た
ちが 1000円、１万円借りたいとしても、そんな金を貸すような仕組みにはな
りません。その結果、途上国のリッチな階層がよりリッチにはなっているけれ
ど、貧しい階層の人たちが豊かになったという例は残念ながら聞いていません。
このような構図で進めることが本当に援助なのか疑問に思います。
　先ほど、アメリカはダンピング輸出をしていると言いましたが、途上国の人
たちは生産すら許されない構図になっています。図４はアメリカの小麦の生産
価格と輸出価格の対比です。アメリカが輸出する時の価格より、生産原価のほ
うがはるかに高い。赤字輸出をしています。ダンピング輸出によって、途上国
は食べ物も作れない。途上国の小麦の輸入量と対比すると、明らかにどんどん
と輸入量が増えている（図５）。人件費も生産費も安いはずの途上国が小麦を
つくったほうが効率はいいはずなのに、現実にはそうならない。安い食料援助
が届くことで、食料すら生産できなくされています。
　私は日本人が海外に行ってたとえば井戸を掘りたいという気持ちはわかるし、
やる必要はあると思うけれども、本当に現地の人たちのためになっているかど
うかはどうでしょう。途上国の側からみたら、「あなたは日本に残って日本の
ODAをなんとかまともな形に変えてくれ」、もしくは「少なくともやめてく
れ」と言いたいことでしょう。ODAをやめてくれたほうがはるかに彼らの生
活は助かるんだから、日本の私たちがわざわざ現地に出向いて、現地の人たち
にちょっと褒められたいとやることが本当にいいことなのか疑問です。
　もう一つ例を紹介すると、郵政省のボランティア貯金は、財投資金ですから
カネ貸し ODAとして彼らをなぐりつける側に使われます。そして金利の２割
がうまくすると彼らに届く。1万円出したとすると 3円くらい届く。言葉を変
えると、途上国の人を 1万回殴った後、頭を 3回なでるという構図です。3回
なでるよりも 1万回殴るのをやめたほうがはるかに効果が大きいと思うわけ
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です。
　食料について見ると、日本人が現在食べている食料は国内で作ったものより
も他の国で作ったもののほうが 3倍ほど多い（図６）。それを作っている側の
国ではどうなっているのか。たとえば、フィリピンのミンダナオ島は土が肥え
ています。結構食料が採れるんですが、いまだに餓死者が出ている。餓死者は
たわわに実ったバナナの脇で死ぬんです。そのたわわに実ったバナナは日本に
送られ、日本人が食べる。彼らはその脇で死んでいくわけです。これを「飢餓
輸出」といいます。飢餓輸出のような構図が今、地球を覆っていて、それを放
置しながらわれわれは暮らしているのです。
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　私から見ると、こういうことを一生懸命続けるよりは、日本を変えてもらっ
たほうがいい。途上国に対する ODAについてはとりあえずやめてもらったほ
うがいいと思う。その後、本当に途上国が必要なことを届けていくべきではな
いか。中にはいいものも確かにあることはある。ただ全体からみると、悪いも
ののほうが多すぎるのではないかと感じています。途上国の人に対して思う
のは、私たち日本に住んでいる側からすると、いいことをしようとする以前に、
悪いことを少しでもやめるほうが重要なのではないかと思います。
【質疑応答】
フロア　多国籍企業はどのような形で援助に関与しているか。
田中（優）　今、言い忘れたことがありまして、日本の ODAより他国の ODA
のほうが悪いんです。たとえばアメリカの ODAは明らかに軍事に対して出さ
れている。そのほうがより悪いです。日本のほうがまだましだと言えるでしょ
う。日本よりもいいことをやっている国ももちろんありますが、全体として見
ると、世界の ODAは国策のために使われているという部分が圧倒的に大きく
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て問題が多い。それを利用しているのが多国籍企業。
　多国籍企業も日本の多国籍企業とアメリカの多国籍企業を比べると、アメリ
カの多国籍企業のほうが悪い。なぜかと言うと、同族企業が多くて株式を公開
していない。その結果、情報を公開する必要がない企業が多いんです。たとえ
ば、フルーツ企業、穀物メジャー、そしてベクテル、これは世界最大の建設会
社ですけれども、これらの企業は株式を公開していないので情報をすべて隠せ
ます。世界最大の投資会社のカーライルは今、軍事に投資して大もうけしてい
ますが、ブッシュ大統領が発注をかけて、ブッシュ・パパがその利益を得てい
ます。9月で辞めましたが顧問にもなっていた。ここも株式を公開していませ
ん。多国籍企業は ODAの資金から受注して利益を得ています。
　さらに水の民営化が構造調整と共に進められ、水にアクセスできない人々が
途上国でどんどん増えています。これに融資しているのが世界銀行などで、利
益を得ているのは水関係の英米仏・スイスなどの多国籍企業です。
フロア　世界で ODAが一番有効に使われていると田中さんが思われる国をあ
げてほしいのですが。
田中（優）　私が優れていると考えるのは北欧とドイツです。北欧とドイツは、
100％無償。なおかつ同じ地域に 5年以上援助しない。援助をする時に NGO、
NGI（これは自治体などですけれど）、これを経由するのが３分の１弱、多国
間経由が３分の１強、それと国自らが３分の１強という構成になっていて、国
自体がやるよりも小さな団体、草の根を通して出していって成功させようと
しています。NGOが関わるけれど、失敗すると、5年経つと消えてなくなる
わけです。NGOはお金を得てプロジェクトをする時、後に残さなくては格好
がつかない。NGOが失敗したことが明らかにわかります。そのために地域の
人たちを一生懸命応援して、地域の人たち自身の力でできるようにするんです。
成功しないと潰れちゃってみっともないので、地域の人たちを元気づけて自立
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の方向に結びつけている。その意味ではずっとましだと思います。
　ちなみに日本の無償援助の場合、たとえば水産無償援助は日本の漁業会社が
漁業権益を確保するためにその地域になされている。そして農薬援助は日本で
売れなくなった農機具や農薬を送り届けるために使われている。食料援助はア
メリカとタイからだけ買って途上国に届けていて、途上国が生産することを妨
げる形になっている。それ以外にも、日本が国際条約の批准で日本の側に賛成
票を入れてもらうために、こういった無償援助が使われている。こうして現実、
現場をみていくと、とても賛成できるものにはならないと思われます。
フロア　ODAは短期的に見れば国策のためにしていると思うが、長期的にみ
れば国策とは反対のこともしているのではないでしょうか。このような状況に
対して国際機関などは何か提言しているのか。
田中（優）　国益にかなっているかという点からみると、日本が尊敬される国
になっているかという意味で言えば、かなっていない。企業益が圧倒的に大き
く見えます。世界的に見ても問題があるところが多くて、ドイツがいい ODA
だけをやっているかといえば、悪い ODAもやっている。ひどい例は各国にあ
る。一番どこがましだろうとみていくと、国連機関がやっているのが純粋な意
味でましだと思います。利権が入りにくい形のものを本当は進めていくべきだ
と思います。そうしないと長期的な国益という意味で、尊敬されうる国、信頼
される国にはならないと思います。
